
 
令 和 ３ 年 ８ 月 ６ 日 

生 活 文 化 局 

公益財団法人東京都歴史文化財団 
      

Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13 
 

「隅田川怒涛」夏会期プログラム決定のお知らせ 
     

 
東京都と公益財団法人東京都歴史文化財団は、Tokyo Tokyo FESTIVAL の一環として、「隅田川怒涛」

を実施します。本事業は、オリンピック・パラリンピックが開催される東京を文化の面から盛り上げ

るべく、新たな企画アイデアを広く一般から募集し、応募総数 2,436 件の中から選ばれた 13 企画

「Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13」の一つであり、江戸期の華やかな「営み」の場であった隅

田川を一つの舞台と見立て、「春」、「夏」の２期にわたって展開する音楽・アートプロジェクトです。 

この度、夏会期に実施するプログラムが決まりましたので、下記のとおりお知らせします。夏会期

では、オンラインとオフラインの両方で3つのプログラムを実施します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

１ 夏 会 期      令和３年８月１３日(金曜日)から９月５日(日曜日)まで 

 

２ 会 場   オンライン及び都内各所 

 

３ 開催概要   世界的に活躍するアーティストたちが、音楽を軸にしたインスタレーションやラ

イブパフォーマンスを展開 

 

４ 参 加    無料 ※一部要事前予約。詳細は後日公式ウェブサイトにて発表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      問い合わせ先 

生活文化局文化振興部企画調整課     電話03-5320-7736   

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京    電話03-6256-8432 

 

 

（裏面へ続く） 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容等に変更が生じる可能性があります。 

記 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【夏プログラム一覧】 

１「自然を主旋律としてピアノは調和を」（サウンド・インスタレーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「water state 1」（インスタレーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 【 Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13  「隅田川怒涛」 とは 】 

 隅田川をひとつの大きな舞台と見立てる音楽＆アートフェスティバル。世界的に活躍するアーティストによる様々

な音楽、パフォーマンス、インスタレーションを「春」と「夏」の２回にわたって展開します。 

  

 

●会 期：春 令和３年５月２２日（土曜日）、５月２３日（日曜日）※オンラインにて実施済み 

夏  令和３年８月１３日（金曜日）～９月５日（日曜日） 

●主 催：東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 

●後 援：中央区、台東区、墨田区、江東区、北区、荒川区、足立区、 

公益財団法人東京都公園協会 

●特別協力：「隅田川 森羅万象 墨に夢」実行委員会 

●企画・運営：特定非営利活動法人トッピングイースト 

●公式ウェブサイト： https://dotou.tokyo 

  

   

本事業は新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底して実施します。また、ご来場のお客様へも感染症対策への

ご理解・ご協力を賜りたく、公式ウェブサイトに記載の内容をご一読いただき、遵守くださいますようお願い申し

上げます。 

 

 

 
 

実施日：8月13日（金曜日）～19日（木曜日）平日15:00〜19:30、土・日10:00〜19:30 

会 場：隅田公園 墨田区側（墨田区向島1-3） 

参加アーティスト：高木 正勝 
 

「 

かつては水戸藩の下屋敷であり、関東大震災からの復興

のために整備された隅田公園。2020年には墨田区側の南部

エリアが改修され、憩いの場として親しまれています。こ

の公園で、高木正勝による、自然からの音を迎え入れてあ

りのままにピアノを奏でるプロジェクト〈Ｍarginalia〉をサ

ウンド・インスタレーションとして展開します。 

〈Ｍarginalia〉は、東京の都市空間に作られた公園で、ど

のような調和をもたらすのでしょうか。 

 

（アーティストプロフィール） 

高木正勝（音楽家・映像作家） 

音楽家／映像作家。1979年生まれ、京都府出身、兵庫県在住。長く親しんでいるピアノで奏

でた音楽、世界を旅しながら撮影した“動く絵画”のような映像、両方を手掛ける。細田守監

督最新作『未来のミライ』の映画音楽をはじめ、NHK連続テレビ小説『おかえりモネ』のドラ

マ音楽、CM音楽などコラボレーションも多数。2018年11月、初の著書『こといづ』（木楽舎）

を上梓。 

 



２「water state 1」（インスタレーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：8月22日（日曜日）～9月5日（日曜日） 平日12:00～20:00、土曜日・日曜日 10:00～20:00 

会 場：北條工務店となり（墨田区東向島3-22-10） 

参加アーティスト：坂本 龍一、高谷 史郎 

※事前予約が必要です。（8月13日（金曜日）から公式ウェブサイトにて予約受付を開始します。） 

地球上の生命を支える根源的な物質であり、環境条件によってその様

態を自在に変える「水」。坂本龍一は「水」に対して、さまざまなイン

スピレーションの源泉として強い関心を示してきました。高谷史郎との

共作となる本作の構想を進める中、水滴を制御し、自在に落下させるこ

とができる装置をYCAM InterLabが開発。水の様態の変化を表現した庭

のような作品が完成し、2013年に初公開されました。（山口情報芸術セ

ンター [YCAM] 委嘱作品） 

（アーティストプロフィール） 

坂本龍一（音楽家・アーティスト） 

1952年東京生まれ。1978年『千のナイフ』でソロデビュー。同年『YELLOW MAGIC ORCHESTRA 

(YMO)』に参加。散開後も多方面で活躍。映画『戦場のメリークリスマス』（大島渚監督作品）

で英国アカデミー賞を、映画『ラストエンペラー』（ベルナルド・ベルトルッチ監督作品）の音

楽ではアカデミーオリジナル音楽作曲賞、グラミー賞、他を受賞。常に革新的なサウンドを追

求する姿勢は世界的評価を得ている。環境や平和問題への言及も多く、森林保全団体「more 

trees」の創設、「stop rokkasho」、「NO NUKES」などの活動で脱原発支持を表明、また「東北

ユースオーケストラ」を立ち上げるなど音楽を通じた東北地方太平洋沖地震被災者支援活動も行

っている。 

2013年 山口情報芸術センター（YCAM）10周年事業のアーティスティック・ディレクター、

2014年には「札幌国際芸術祭2014」のゲストディレクターに就任。2017年には8年ぶりとなる

ソロアルバム『async』を発表し、「設置音楽展」と題して『async』を主題とするインスタレー

ション作品展を開催。2018年 韓国・ソウルに完成したアートスぺース piknicにおいて複数のイ

ンスタレーション作品を展示した「Life, Life」展を開催し、6万人以上を動員。 

2021年3月にはこれまで発表されたインスタレーション作品を集めた大規模展示「Ryuichi 

Sakamoto: seeing sound, hearing time」を中国・北京の美術館 M WOODS HUTONG（木木美術館）

でスタート、同年6月には1999年のオペラ「LIFE」に次ぐ新作舞台作品「TIME」がオランダ・フ

ェスティバルで世界初演される等、音楽表現に留まることなく、アート界への越境も積極的に

行っている。 

 

高谷史郎（アーティスト） 

1963年生まれ。京都市立芸術大学 環境デザイン専攻卒業。1984年からアーティストグループ

「ダムタイプ」の活動に参加。様々なメディアを用いたパフォーマンスやインスタレーション作

品の制作に携わり、世界各地の劇場や美術館、アートセンターで公演／展示を行う。1998年か

らダムタイプの活動と並行して個人の制作活動を開始。パフォーマンス「明るい部屋」（初演：

2008年 ドイツ世界演劇祭）、「CHROMA」（初演：2012年 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール）、

「ST/LL」（音楽・坂本龍一／初演：2015年 ル・ヴォルカン国立舞台、フランス）を制作。 

マルセイユ・フェスティバル、東京・新国立劇場、台北・國家兩廳院等での公演や、ポンピド

ゥーセンター・メッス（フランス）、シャルジャ・ビエンナーレ（UAE）などでの作品展示、東

京都写真美術館での個展等。2021年６月、坂本龍一＋高谷史郎「TIME」をオランダ・フェステ

ィバルで世界初演。2022年ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展でダムタイプが日本代表作家

として日本館で展示予定。 

 

 

作品中央にある鏡面のような漆黒の水面には、水滴が波紋となって広がり、それと呼応するように精緻で細密なサ

ウンドが会場を包み込みます。地球上の気象データを元にして、水滴の落ちる量や場所が変化し、そのひとつ一つ

の雫が水面と交わることで波紋となり、重なり合いながら「水」へと還っていきます。 

今回の作品で使用する「水」は、隅田川の水を汲み取り濾過を施して使用します。また、作品で使用する「石」

は、隅田川の本流である荒川の源流・秩父より、古くは約3億年前の石を採取して展示します。 

 

 

 

 

 

 

Photo by zakkubalan ©2020 Kab Inc. 

 
 

 

Installation view, water state 1, 2013, Ryuichi Sakamoto + Shiro Takatani,  

‘seeing sound, hearing time’, courtesy M WOODS HUTONG, Beijing, 2021. 

Photo by M WOODS photography team 

 

 

 

 

 

 



３ 「天空の黎明」（無観客ライブ配信） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：9月4日（土曜日）24：00～9月5日（日曜日）5：00 ※視聴方法は後日公式ウェブサイトにて発表します。 

ライブ配信会場：東京スカイツリー天望デッキフロア350 

参加アーティスト：稲葉俊郎、GOMA、コムアイ、中山晃子 ほか  
 

 『隅田川怒涛』のクロージングを飾る、オンラインライブ配信イベン

ト。日本が誇る表現者が集結し、ライブやトークなど様々な演目を東京

スカイツリー®の展望台から配信します。 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、まだまだ先行きが

不透明な状況の中、深夜から始まり視聴者と共に日の出を迎えること

で、黎明(＝明け方。転じて「黎明期」とは、ある事柄が形になる前の

始まりの時期を表す)を画面を通じてお届けします。東京における最前

線の表現を、高さ世界一の自立式電波塔の天空から全世界に向けて発信

し、芸術文化の未来を描きます。 

 

コムアイ 

アーティスト。1992年生まれ、神奈川育ち。ホームパーティで勧誘を受け歌い始める。「水

曜日のカンパネラ」のボーカルとして、国内だけでなく世界中のフェスに出演、ツアーを廻る。 

2019年4月3日、屋久島でのフィールドワークをもとにプロデューサーにオオルタイチを迎え

て制作した音源「YAKUSHIMA TREASURE」をリリースし、公演を重ねる。2021年、新しい形

の音楽体験「YAKUSHIMA TREASURE ANOTHER LIVE from 屋久島」をオンラインにて公開。 

現在はオオルタイチと熊野に通いながら新作を準備中。2020年からOLAibiとのコラボレーショ

ンも始動。北インドの古典音楽や能楽、アイヌの人々の音楽に大きなインスピレーションを受

けながら音楽性の幅を広げている。 

音楽活動の他にも、ファッションやアート、カルチャーと、幅広い分野で活動。 

2020年にアートディレクターの村田実莉と、架空の広告を制作し水と地球環境の疑問を問い

かけるプロジェクト「HYPE FREE WATER」が始動するなど、社会課題に取り組むプロジェク

トに積極的に参加している。 

GOMA 

オーストラリア、アボリジナルの伝統楽器ディジュリドゥ奏者として活動していた2009年

交通事故に遭い外傷性脳損傷による高次脳機能障害と診断され活動を休止。事故後、突然緻

密な点描画を描きはじめる。プリミィティブな衝動に突き動かされた自由な発想と独特な色

彩感覚が特徴的な絵画により画家としても活動を開始。2012年GOMAを主人公とする映画「フ

ラッシュバックメモリーズ3D」が東京国際映画祭にて観客賞を受賞。2019年 詩人の谷川俊太

郎との共著、自身初の画集『Monad』出版。 

 

（アーティストプロフィール） 

稲葉俊郎 

1979年熊本生まれ。医師、医学博士、東京大学医学部付属病院循環器内科助教(2014−2020

年)を経て、2020年4月より軽井沢病院副院長・総合診療科医長、信州大学社会基盤研究所特

任准教授、東京大学先端科学技術研究センター客員研究員、東北芸術工科大学客員教授を兼

任（山形ビエンナーレ2020 芸術監督 就任）。在宅医療、山岳医療にも従事。未来の医療と

社会の創発のため、あらゆる分野との接点を探る対話を積極的に行っている。単著『いのちを

呼びさますもの』（2017年）、『いのちは のちの いのちへ』（2020年）(アノニマ・スタジ

オ)、『ころころするからだ』（2018年、春秋社）、『からだとこころの健康学』（2019年、

NHK出版）、など。 

 

中山晃子 

画家。液体から固体までさまざまな材料を相互に反応させて絵を描く「Alive Painting」とい

うパフォーマンスを行う。科学的、物理的な法則に基づくあらゆる現象や、現れる色彩を、生

物や関係性のメタファーとして作品の中に生き生きと描く。ソロでは音を「透明な絵の具」と

して扱い、絵を描くことによって空間や感情に触れる。近年では TEDxHaneda、DLECTRICITY 

ART FESTIVAL 2017(US De-troit)、New Ars Electronica opening performance 2019（オーストリ

ア リンツ）、Biennale Nemo 2018(フランス パリ)、MUTEK モントリオール等 にも出演。 

 

ⒸTOKYO-SKYTREE 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Tokyo Tokyo FESTIVAL」とは 

  オリンピック・パラリンピックが開催される東京を文化の面から盛り上 

げるため、多彩な文化プログラムを展開し、芸術文化都市東京の魅力を伝 

える取組です。 
 

Tokyo Tokyo FESTIVAL 

公式ウェブサイト 

「Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13」とは 

斬新で独創的な企画や、より多くの人々が参加できる企画を幅広く

募り、Tokyo Tokyo FESTIVAL の中核を彩る事業として、東京都及び

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が実施する

ものです。 

国内外から応募のあった2,436件から選定した13の企画を、「Tokyo 

Tokyo FESTIVALスペシャル13」と総称し展開しています。 

 

Tokyo Tokyo FESTIVAL 

スペシャル13ウェブサイト 

本件は、「ホストシティTokyoプロジェクト」に係る事業です。 

「 カテゴリー：魅力発信  プロジェクト名：東京文化プログラムの拡充・推進 」 

 

※春会期で実施を予定していた一部のプログラムを映像作品として配信します。詳細は後日公式ウェ

ブサイトにて発表します。 


